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12月 16日 ほたる館情報 

ヘイケボタル 144匹 

 

ほたる館の生き物たちが暮らしている水槽の中は、生き物本来の生活環

境をみなさんに見てもらうために、本物の植物や土を使って、一種一種に

合わせた環境を作っています。この方法を「生態展示」といいます。 

枯れた植物や悪くなった土を入れ替えたり、中の様子を変えたりと、手

間はかかりますが、生き物の魅力を伝えるために、スタッフは今日もアイ

ディアを練っております。 

山地や川岸を水槽に 

再現しています   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホタル一口メモ 

ゲンジボタルのオスは、オス同士

協力してメスを探している。 

 集団同時明滅といって、ゲンジボ

タルのオスはオス同士協力して、２

秒に１回の割合で同時に明滅してい

ます。同時に明滅するということは、

あたりが真っ暗になる瞬間があると

いうことです。この暗くなった時に

川岸の草の葉に止まって光っている

メスを見つけ 

るのです。 

令和２年（2020年） 

 

 

 

１ ホタルと連鶴の折り紙教室     

   1/11（土）13:00～15:00 

 

２ 昆虫に学ぶ⑩ 

「昆虫とプログラミング」  

  1/18（土）14:00～16:00 

 

３ 原色押し花教室 
1/26（日）13:00～15:00 

 

 

 
新年あけましておめでとうございます。本年もほたる館をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

ほたる館の仲間たち 

ヌマガエル 

九州地方ではもっとも

よく見ることができる

カエル。夜の田んぼで鳴

いている正体。 


